
 

 

 

 

高校 1 学年での ICT を用いた現代文授業について、先日お伝えした取り組

みの続報を本日はご紹介いたします。 

授業で記述問題に取り組む際に、予習として作ってきた個人の解答や、グル

ープワークでまとめたグループの解答を、クラス全体で共有して比較・検討を

行います。これまでは黒板やホワイトボードに書き出してもらったり、口頭で

発表してもらったりしてきましたが、高校 1 学年は全員が Chromebook を所

有していますので、最近では Google スプレッドシート（Google の表計算ソ

フト）を使用しています。 

 クラス全体で共有するスプレッドシートに解答を入力すると、リアルタイム

でお互いの解答を確認することができます。生徒は、スプレッドシートを見な

がら、それぞれの解答の違いや優れた表現を探し、より良い解答に修正してい

きます。 

 待ち時間や聞き漏らしがなくなり、一部の生徒だけでなく全員の解答を参考

にすることが可能になりました。また、使用したスプレッドシートは授業後に

も見直せます。 

 最初はスプレッドシートの扱いに戸惑っている生徒もいましたが、すぐに慣

れ、活発に話し合いをしながら自分たちで読解を深めていく姿が見られるよう

になりました。ICT を活用し、話し合いの時間を確保したり、多様な解答を目

にする機会を増やしたりすることで、より楽しく充実した授業にしていきたい

と考えています。 

 

  

 

https://www.senzoku-gakuen.ed.jp/article/wp-content/uploads/2019/06/%EF%BC%A9%EF%BC%A3%EF%BC%B4%E3%81%A8%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E6%96%87.pdf
https://www.senzoku-gakuen.ed.jp/article/wp-content/uploads/2019/06/%EF%BC%A9%EF%BC%A3%EF%BC%B4%E3%81%A8%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E6%96%87.pdf

